
視察についての御相談に応じます。 お気軽にお問い合わせください。

小郡都市核

山口都市核

山口都市核づくり ■中心市街地のにぎわいを創出
第3期山口市中心市街地活性化基本計画に基づき、「居心地がよく歩きたくな
るまちなか」を形成する「まちなかウォーカブル」を推進していきます。また、タウ
ンマネージャー等によるにぎわいの創出や空き店舗への出店支援を行っていま
す。（10年間で空き店舗数約３０件解消）（R4年視察受入2件）

中心市街地活性化推進室  ☎083-934-2923

■開館20周年 山口情報芸術センター（YCAM）
山口情報芸術センター「YCAM（ワイカム）」では、アートセンターと
しての展示空間、映画館、図書館、ワークショップ・スペースなど
を併設しています。メディア技術を用いた新しい表現の探求を
軸に活動し、展示会や公演、映画上映、子ども向けのオリジナル
ワークショップなど多彩なイベントを開催しています。
令和5年度は、年間を通じて開館20周年の各種記念イベントを開催予定。
文化交流課  ☎083-934-2717

■新本庁舎整備
令和6年度の完成を目途に現地建替えによる新本庁舎棟の整備を進めています。
地上6階地下1階、延べ床面積約2万4千㎡。防府市、萩市と共同運用を行う消防
通信指令センターを新本庁舎棟内に整備するほか、別棟に市民交流棟、立体
駐車場、広場の建設工事を進めます。ZEB Orientedの達成を通じ環境に配
慮した庁舎建設を目指します。（R4年視察受入１件）

本庁舎整備推進室  ☎083-934-4151

■県央7市町がマイクロツーリズムによる周遊博覧会を開催
国の連携中枢都市圏構想に基づき近隣7市町※により「山口県央連携都市圏
域」を形成しています。令和3年度に圏域全体を会場に見立て、各地域の観光
資源や体験プログラムを周遊する「山口ゆめ回廊博覧会」を開催しました。
博覧会開催を契機とした官民一体の広域観光連携を強化し、圏域への誘客促
進を進めています。（R4年視察受入 博覧会と連携中枢都市圏あわせて1件）
※近隣7市町…山口市、宇部市、萩市、防府市、美祢市、山陽小野田市、島根県津和野町

観光交流課  ☎083-934-2810

■県下ナンバー１のビジネス拠点となる　
　「山口市産業交流拠点施設（KDDI維新ホール）」整備
収納能力は県内最大の2,000席で用途に応じて平土間に可変できるメインホール
をはじめ、産業交流スペースのほか、健康づくりとヘルスケア関連産業の創出拠点、若手人
材育成施設など、新たな交流や産業交流を創出する様 な々機能で構成される多機能複合
型施設「山口市産業交流拠点施設」を令和3年7月にグランドオープンしました。
ふるさと産業振興課  ☎083-934-2928

■新山口駅北地区第一種市街地再開発事業（事業中）
新山口駅北地区における駅周辺の景観、
低未利用地の活用、既成市街地の再生
を目指し、都市機能の整備やにぎわい
の創出を図ります。
都市整備課  ☎083-934-2935

■山口都市核の黄金町地区第一種市街地再開発事業（完了）
共同住宅・立体駐車場の整備、商業・業務
施設や外周道路等を整備し、中心市街地
におけるまちのにぎわい、定住人口増加、住
環境の改善や防災性の向上を図りました。
中心市街地活性化推進室  
☎083-934-2923

本市の山口・小郡地域において高次の都市機能を集積し、サービス業の振興等を図り、同時に、広域ネットワークの強化を進めることで、
市内や県央部のあらゆる地域に安心して住み続けられる広域県央中核都市づくりを進めます。
また、文化・観光・スポーツを始めとする本市の個性を生かした交流創出により、広域的な経済循環や経済活力を創出します。

行政や文化、教育、商業、観光など既存ストックを高め、
人口を増加させていくエリア

新山口駅を中心に、新たな交流やビジネスの拠点としての
都市空間を高めるエリア

産業交流スペース
「Megriba（メグリバ）」

健康づくりとヘルスケア関連産業の
創出拠点「メディフィットラボ」

多機能複合施設
「山口市産業交流拠点施設」

目的に応じて平土間可変の
「メインホール」

元気な県都づくり

●議会関係者様の視察について
市議会事務局総務調査担当へ  
☎083-934-2854

●その他の視察について
当パンフレット掲載の　
　担当課へ直接お願い致します。

山口市総合政策部企画経営課　
〒753-8650 山口市亀山町２-１
☎083-934-2746

発行元

日 　 本 　 海

山陽自動車道

浜田自動車道

中国自動車道

広島空港

山口宇部空港
博
　
多

広
　
島

9

島根県

広島県

福岡県

山口県

新
山
口 山口市

山口県

◉面積／1023.23km2（県内最大） 
平成26年10月1日現在（平成27年3月6日公表）※電子国土基本図による計測

◉人口／193,966人（男92,352人・女101,614人）（令和2年10月1日  国勢調査より）

◉令和5年度当初予算／950億8千万円（一般会計）

YAMAGUCHI
山口市行政視察の御案内

視察の際の御宿泊は山陽路の名湯・湯田温泉へ
（一財）山口観光コンベンション協会☎083-933-0088　
〒753-0042 山口市惣太夫町２番１号JR山口駅２階
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小郡都市核づくり

市街地における法定再開発（第一種市街地再開発）による都市機能の再生・整備

視察受入
R4年18件

視察受入
R4年7件

国宝 瑠璃光寺五重塔は
現在、70年ぶりの大改修を
行っています。
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視 察 等 受 入 実 績

～詳しくは中をご覧ください～

令和4年度は、行政をはじめ市議会、
高等教育機関、自治会など全国から
75件の視察受入をいたしました。
皆様のお越しをお待ちしております。

1位 /18件 山口情報芸術センター［YCAM］

2位 /8件 コミュニティ交通

3位 /7件 山口市産業交流拠点施設



■農山村エリアにおける医療提供体制の充実
無医地区化の懸念が高まる農山村エリアにおいて、医療提供体制等
を確保するため、令和4年度に建替え整備した総合支所等の複合施
設内に公設民営（指定管理）による無床診療所を設置しました。令和5
年度は車載の遠隔診療システムによる巡回診療を開始します。
健康増進課 ☎083-921-2666

■ “日本一  本を読むまちづくり” の推進
市内６か所の市立図書館の図書の充実や、カフェ等の民間事業者との
連携による「まちじゅう読書推進プロジェクト」に取り組み、市民が読書
できる環境の充実を進めています。（R４年視察受入１件）　

山口市立図書館  ☎083-901-1040

人生100年時代の元気活躍のまちづくり

子ども・子育て

■市内21地域に「地域づくり交付金」を交付
地域が主体的に使い道を決定できる「地域づくり交付金」を市内21地域
に交付しています。さらに、地域の関係人口の創出・拡大を促進しながら、
シビックプライドを育む取組のほか、地域活性化や地域課題の解決に
つながる事業に対して特別交付金を交付しています。

協働推進課  ☎083-934-2966

■農山村エリアの活性化に向けた移住・定住の促進
人口減少が急激に進む農山村エリアにおける転出超過の抑制に向けて、
令和5年度は「農山村づくり推進課」を新設し、更なる移住・定住の促進
や地域経済活性化につながる取組を進めています。
空き家バンク制度の活用により、約200世帯の移住を実現しました。

■空き家を活用した地域活性化
空き家を優れた地域資源として活用し、関係人口の増加を通じた地域の
活性化をはじめ、新たな交流の創出や地域課題の解決を図る取組を支
援しています。（R4年視察受入3件）

■外部人材の活用
特産品開発や地域づくりの担い手として外部人材の活用を図っています。
令和5年度は過去最大となる22名の地域おこし協力隊の着任を目指し
ます。
農山村づくり推進課  ☎083-934-4646

■住民主導によるコミュニティ交通への支援
地域主体のコミュニティ交通の運行を支援することにより、
地域の実情に即した持続可能な公共交通の構築を、地域、
交通事業者と連携して進めています。

交通政策課  ☎083-934-2729

21地域づくりと農山村活性化
市内21地域において、あらゆる世代が将来にわたって安心して住み続けられる地域づくりの取組を進めるとともに、
21地域の各地域交流センターを中心とした日常生活圏の維持・確保、地域の福祉や防災等の充実を図ります。
また、人口減少が急激に進む農山村エリア9地域の活性化に向けて、地域経済の活性化や移住・定住促進の取組を重点的に進めます。

■DXの促進・DX人材の育成
若者雇用の場の創出や市内企業の人材確保に向けて、市内事業者の
DX(デジタル・トランスフォーメーション)の促進やデジタル人材の育成を進めて
います。（R4年視察受入1件）

ふるさと産業振興課  ☎083-934-2928

大都市圏への若者の転出超過の抑制や産業活力・雇用の創出に向けて、若者が活躍するまちづくりや、農林水産業の経営基盤の強化や、
商工業・サービス業の活性化、働きやすい職場環境づくり、あらゆる産業分野における人材の確保と人材育成を進めます。

■メディア技術を活用した本市独自の教育プログラム
山口情報芸術センターと学校教育との連携を通じて、メディア技術を活用
した子どもたちの創造性を育む本市独自の取組を進めています。本事業
により制作した「360°図鑑」が、第19回(2022年度）e-ラーニング大賞で
文部科学大臣賞を受賞しました。
学校教育課  ☎083-934-2863

■市内すべての小・中学校で
地域と一体となった学校運営を実施

地域と一体となった学校運営”コミュニティ・スクール”設置率100％で全
国トップ。特色ある学校づくりの支援を行っています。（R4年視察受入3件)

■デジタル教育の推進
児童・生徒用のタブレット端末の導入や、電子黒板をすべての普通学級
へ配備するなど平成26年度から先行的にデジタル教育を進めています。
学校教育課  ☎083-934-2863

■起業創業をサポート
金融機関や支援機関と連携し、起業創業を目指す方への様々な相談や
支援を進めています。（R4年視察受入 DX人材と併せて1件）

ふるさと産業振興課  ☎083-934-2928

■企業誘致の推進
若者をはじめとする地域雇用の場を創出するため、令和5年3月に新たな
産業団地となる鋳銭司第二団地を整備し、企業誘致を進めています。

産業立地推進課  ☎083-934-2813

■スマート農業の推進
経営規模の拡大や担い手不足の解消、農業生産における省力化に向け
て、デジタル技術を活用したスマート農機等の導入支援を進めています。
また、大学と連携したスマート農業に関する実証事業を行っています。

農業振興課  ☎083-934-2815

子育て世代の更なる転入超過や、子育て世代から更に選ばれるまちづくりに向けて、子ども・子育て支援の充実を図り、
安心の子育て環境を構築します。また、子どもたちが社会の中で自分らしく幸せに生きるための力を育む教育環境づくりを進めます。

あらゆる世代が生涯にわたって元気で健康に活躍し、いつまでも
幸せに暮らせるよう、市民一人ひとりの主体的な健康づくりや、
あらゆる世代が住み慣れた地域で安心して住み続けられる地域
共生社会の実現に向けた取組を進め、同時に、高等教育機関等が
多く立地する本市の特長を生かした学びのまちづくりを進めます。

■全国100箇所の脱炭素先行地域に選定（GXの推進）
令和3年に「ゼロカーボンシティ宣言」を表明し、令和4年度には脱炭
素先行地域に選定されました。令和5年度には、公共施設で発電した
再生可能エネルギー電力の供給等を行う地域新電力会社の設立を目
指します。
環境政策課  ☎083-941-2180

■行政窓口のデジタル化（DXの推進）
「書かない窓口」システムの導入や窓口のキャッシュレス化など、行政窓口
のDXを進めています。（R４年視察受入３件）　　

デジタル推進課  ☎083-934-2991

持続可能な未来都市づくり
本市の学都山口としての特性を生かした人材育成を進めるととも
に、デジタル化や地域脱炭素を始めとした新しい時代への対応を
進めることで、地域課題の解決と地域経済の活性化を図りつつ、
市民や、地域、企業などの皆様の未来に向けたチャレンジを応援
することで、将来にわたって発展を続けるまちづくりを進めます。

■やまぐち母子健康サポートセンターの運営
妊娠期から子育て期にわたる切れ目のない支援をおこなっています。
（R4年視察受入1件）　 子育て保健課  ☎083-921-7085

■やまぐち子育て福祉総合センターの運営
子育て家庭への相談・支援や、保育・教育・子育ての関係者など子
育て支援のネットワークづくりを進めています。（R4年視察受入3件）
保育幼稚園課  ☎083-934-2798

令和5年度秋を目途に、両機能と家庭児童相談室の機能を備えた
「（仮称）山口市こども家庭センター」設置予定

若者活躍と雇用創出

視察受入
R4年8件
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